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平成 26 年度 第 209 回教育研究審議会議事要録 

 
日 時  平成 26 年 7 月 22 日（火）13：30～15：12 

場 所  北方キャンパス本館 Ｅ701 会議室  
出席者  近藤学長、松尾副学長、梶原副学長、漆原副学長、江本事務局長、伊藤外国語学部長、 

佐藤文学部長、二宮法学部長、眞鍋地域創生学群長、龍国際環境工学部長、 
中尾基盤教育センター長、田村慶社会システム研究科長、王マネジメント研究科長、 
小野学生部長、田村大教務部長、岡本都市政策研究所長、木原国際教育交流センター長、 
田島入試広報センター長、隈本情報総合センター長、日髙地域貢献室副室長、 
廣渡評価室副室長、浦野経済学部経営情報学科長（柳井経済学部長代理） 

配布資料   01-1 教員採用選考報告書（法学部） 

1-2 教員採用選考報告書（国際環境工学部） 

1-3 国際環境工学部教員（建築環境エネルギー分野） 平成26年10月1日採用  

選考委員会（変更案） 

2  辞任願 

3-1 「中華ビジネス研究センター」の設置について（案） 

3-2 特任教員の選考について 

4  ブランディング検討WG会議検討結果の報告について 

5-1 広域大学知的財産アドバイザーの派遣について 

5-2 略歴 

6  社会システム研究科ワーキング最終報告 

7   北九州市立大学教員海外出張・研修報告書 

 

第１号 教員の採用について 

 ＊ 資料1-1のとおり、法学部の刑事訴訟法担当教員採用人事について、選考委員会から採用候補者（水

野陽一氏）の選考結果の報告がなされ、同報告に基づき採用候補者の採用について提案。 
 
○ 教員資格選考調書の研究業績欄にある学会報告数が、教育研究業績書に記載されている学会報告件

数と合わない。教育研究業績書に学会報告として記載されている研究会報告（平成26年6月）は、研

究業績（その他）として取り扱うこととし、関連箇所を修正して両資料の整合を図りたい。 

● 教員資格選考調書の教歴欄では、対象とならない教歴の事項の前に「*」を付加することとしてい

る。記載方法に誤りがあるため、修正をお願いしたい。 

○ ご指摘の箇所について、修正を行いたい。 

 

【議長】一部資料修正の上、提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

 ＊ 資料1-2のとおり、国際環境工学部の機械工学、生産システム・工作法分野担当教員採用人事につ

いて、選考委員会から採用候補者（仲尾晋一郎氏）の選考結果の報告がなされ、同報告に基づき採用

候補者の採用について提案。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

 ＊ 資料 1-3 のとおり、国際環境工学部から建築環境エネルギー分野担当教員の選考委員会委員変更に

ついて提案。 

 

 ○ 第 199 回教育研究審議会（平成 26 年 2 月 18 日開催）で設置した選考委員会の委員のうち 2名につ

いて、諸般の事情により変更したい。 
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【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第２号 国際教育交流センター副センター長の辞任について 

＊ 資料2のとおり、ロジャー・ウィリアムソン教授の国際教育交流センター副センター長の職の辞任

について提案。 
 
 
○ 国際教育交流センター副センター長のロジャー・ウィリアムソン教授が、平成26年9月1日から1年

間海外出張予定であるため、同職を辞任するもの。後任については、今後、選考を進めたい。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第３号 中華ビジネス研究センターの設置及び特任教員の選考について 

＊ 資料3-1、3-2のとおり、マネジメント研究科より中華ビジネス研究センターの設置、及びセンター

運営に係る業務を担当する特任教員1名の選考について提案。 

 

○ 本学におけるこれまでの知的蓄積と人的ネットワークを活かした中華ビジネスに関する調査研究、

さらには地域の企業や行政機関等におけるグローバル人材の育成などを推進することにより、地域社

会の活性化に寄与することを目的として、平成26年8月に中華ビジネス研究センターを設置するもの。 

○ 同センター運営に係る業務を担当する特任教員の選考候補者は、現在、マネジメント研究科の授業

科目「中華圏の貿易実務」担当の特任教員として、平成26年4月1日から平成27年3月31日までの任期

で任用中である。この度、センターの設置にあたり、あらためてセンター運営に係る業務の担当とし

て平成26年8月1日から平成27年3月31日までの任期で選考するもの。 

● これまでの業務に、新たに同センター運営に係る業務を加えた場合でも、業務に支障はないか。 

○ 同センター運営に係る業務については、週2日程度の勤務を予定しているが、兼務しても支障ない

と考えている。なお、新たに発生する業務分については、応分の報酬を予定している。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第４号 将来ビジョンロゴマーク・キャッチコピーについて 

＊ 資料4のとおり、ブランディング検討ＷＧ会議における検討状況を報告し、将来ビジョンロゴマーク及

びキャッチコピーについて提案。 

 

○ 本学が目指す3つのビジョン「地域」、「世界（地球）」、「環境」をキーコンセプトに、本学の将来ビ

ジョンロゴマーク及びキャッチコピーの案を作成した。今後は、学内外での展開等について検討を進

め、創立70周年関連事業等とも連携しながら、進めていきたい。 

● 良いものが出来上がったと思うが、グッズ制作に係る資料にある時計については、中国ではその発

音から縁起の悪いイメージを連想させるため、贈り物としては不適切である点をアドバイスしたい。 

○ 実際の作成にあたっては、ご指摘の点に注意したい。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

報告 
① 広域大学知的財産アドバイザーの派遣について、資料 5のとおり報告があった。 

② 社会システム研究科ワーキングの最終報告について、資料 6のとおり報告があった。  

③ 教員の海外出張について、資料 7のとおり報告があった。 

④ 次回の審議会を 9月 9日（火）に開催する予定である旨、報告があった。 


